
様式【学校評価資料】 池田小学校

学校関係者評価

達成状況 評価 改善策 達成状況 評価 改善策 自己評価の適切さ

学校アンケート
〇「授業は分かりやすい」「分かり
  やすい授業にするように心がけ
　ている」と回答する児童・保護
　者が９０％以上
〇「宿題など，家庭学習をきちんと
　している」「子どもは家庭学習に
  きちんと取り組んでいる」「学校
  は，子どもたちの家庭学習の習
　慣化に努めている」と回答する児
　童・保護者・教職員が９０％以上

「授業は分かりやす
い」児童100％
「分かりやすい授業
をするよう心がけて
いる」保護者100％
「家庭学習をきちん
としている」児童
90％
「家庭学習にきちん
と取り組んでいる」
保護者86％
「家庭学習の習慣化
に努めている」教職
員91％

B

・全学年の朝学習(１５分間）音読・計算・漢字を継続的に
行う。また，取組状況を全教職員で共有する。

・個々に応じた家庭学習（自主学習）の内容を精選する。
また，懇談等を通して，家庭と共有し，学習習慣の定着を
図る。

・全教員が研究授業を行い，授業力向上を図る。また，ミ
ニ研修を定期的に行う。

・「おすすめの本」を紹介し合うなど，進んで読書したくな
る取組を行い，読書量や読書時間を増やす。

「授業は分かりやす
い」児童100％
「分かりやすい授業
をするよう心がけて
いる」保護者100％
「家庭学習をきちん
としている」児童
93％
「家庭学習にきちん
と取り組んでいる」
保護者76％
「家庭学習の習慣化
に努めている」教職
員100％

B

・教職員による国語科を中心とした教科研究や学力向上
等の研修を実施し，授業力の向上に努めてきた。朝学習
の取組を継続して行う。

・今後も，家庭学習の内容を工夫し，学習習慣の定着を
図る。また，保護者に内容や現状・成果等を定期的に伝
えるようにする。

・評価は適切であるが，Ａ評価が付けづらいのか，厳しく
見てＢ評価にしている。

・研究，研修した成果を詳しく記述すること。

・家庭学習ができていない子どもへ継続した指導を。

学校アンケート
〇「友だちやグループで活動する
　授業は楽しい」と回答する児童
　が９０％以上
〇「進んであいさつをする」「進
　んであいさつをしている」と回
　答する保護者・児童が９０％以
　上
〇「正しい言葉づかいをするよう
　に気をつけている」と回答する
　児童が９０％以上
〇「学校は，いじめ，暴力のない
　学校づくりに取り組んでいる」
　と回答する保護者が９０％以上
　「いじめやなかまはずれをしな
　いで，仲良く生活をしている」
　と回答する児童が90％以上

「友だちやグループ
で活動する授業は
楽しい」児童100％

「正しい言葉づかい
をするように気をつ
けている」児童
100％

B

・協同学習や縦割り班活動等を通して，良好な人間関係
づくりに努める。また，人間関係スキルを養うために，
SELを計画的に実施する。

・人権週間中の行事や各学級での取り組みを効果的に
活用し，平素の学級づくりに生かす。

「友だちやグループ
で活動する授業は
楽しい」児童96％

「正しい言葉づかい
をするように気をつ
けている」児童96％

B

・現在の取組を継続する。SELを計画的に実施すること
で，人間関係スキルを高める。

・協同学習や縦割り班活動等を通して，良好な人間関係
づくりに努める。

・品格教育や道徳教育の充実を図る。

・自己評価は適切である。

・品格教育や道徳教育の成果を人権参観日や学習発表
会等で発表してはどうか。

・児童の挨拶はまだまだである。誰に対しても自然に挨
拶ができるようになってほしい。家庭の教育が大きい。
・挨拶など，家庭の中で指導できていたことが難しくなっ
ている。これからも，学校・家庭・地域で連携して行ってい
く。

学校アンケート
〇「子どもは，よい生活習慣が身
　についている」と回答する保護
　者が９０％以上
〇「体育の時間や休み時間に運動
　をするのが好きだ」「学校は，
　体育科の学習や体育的行事を中
　心に，子どもたちの体力づくり
　に努めている」と回答する児童
　・教職員が９０％以上
〇「英語を使って，話したり，読
　んだり，書いたりするのが好き
　だ」「子どもたちは，外国語活
　動や英語の学習に意欲的に取り
　組んでいる」と回答する児童・
　教職員が９０％以上

「よい生活習慣が身
についている」保護
者100％
「運動をするのが好
きだ」児童97％
「子どもたちの体力
づくりに努めている」
教職員82％
「英語を使って，話し
たり，読んだり，書
いたりするのが好き
だ」児童93％
「子どもたちは，外
国語活動や英語の
学習に意欲的に取
り組んでいる」教職
員91％

B

・生活点検カード（いきいきカード）の結果を家庭と共有
し，基本的生活習慣の見直し，改善を図る。

・川崎医療福祉大学との連携し，体力・健康づくりを推進
する。

・新体力テスト（１回目）の個人データから，自分の体力を
知り，楽しみながら体力を高めるようにする。

・トップアスリート（ファジアーノ岡山）との交流を通して，
体力・健康づくり，夢への挑戦などについて考える機会を
設定する。

「よい生活習慣が身
についている」保護
者86％
「運動をするのが好
きだ」児童100％
「子どもたちの体力
づくりに努めている」
教職員100％
「英語を使って，話し
たり，読んだり，書
いたりするのが好き
だ」児童96％
「子どもたちは，外
国語活動や英語の
学習に意欲的に取
り組んでいる」教職
員83％

B

・現在の活動を継続する。大学と連携し，体育学習の充
実を図る。

・今後も，生活点検カード（いきいきカード）を有効に活用
し，基本的生活習慣の見直し，改善を図る。

・自己評価は適切である。

・スマホ等メディアの利用や挨拶については，家庭でのし
つけとしてとして話をしてほしい。生活習慣はあくまでも
家庭である。
・夜９時以降にスマホをしている児童がいる。中学ではス
マホによるいじめ等の問題も発生している。小学生の時
からスマホ使用の時間を守る習慣が必要である。

・大学と連携した取組は，今後も継続して進めてほしい。
体育特区として特筆できる成果を今後も望む。

学校アンケート
〇「学校は登下校の安全に配慮し
ている」と回答する保護者が９０％
以上

「学校は登下校の安
全に配慮している」
保護者100％

A

・児童の登校の様子を校門や児童昇降口等で見守り，声
を掛けることで，朝の様子の把握に努め，情報共有を図
る。

・毎週金曜日の一斉下校時に地区別の登下校の反省を
行い，安全な登下校についての意識高揚を図る。

・見守りボランティアの方，豪渓駐在所との連携を密に
し，危険個所の早期発見，早期対応に努める。

「学校は登下校の安
全に配慮している」
保護者100％

A

・現在の取組を継続する。

・今後も，保護者・地域の方々と連携し，登下校時の児童
の様子の把握に努め，生徒指導や安全上の問題に素早
く対応していく。

・自己評価は適切である。

・児童の登下校の安全に対しての学校の取組は十分で
ある。今後も継続を。

学校アンケート
〇「学校は，学校の方針や子ども
の様子などの情報提供を積極的
に行っている」「学校は，児童・保
護者・地域の人たちに対して誠実
に対応している」と回答する保護
者・教職員が９０％以上

「学校は，学校の方
針や子どもの様子
などの情報提供を
積極的に行ってい
る」保護者100％
「学校は，児童・保
護者・地域の人たち
に対して誠実に対
応している」教職員
100％

A

・学校だより，学年通信，ホームページ等により，学校や
児童の様子を積極的に情報発信していく。

・学校だよりを近隣の公共施設や店舗等に掲示したり，
ホームページで特区の取り組みを紹介することで，新・転
入児童の確保につなげる。

「学校は，学校の方
針や子どもの様子
などの情報提供を
積極的に行ってい
る」保護者100％
「学校は，児童・保
護者・地域の人たち
に対して誠実に対
応している」教職員
92％

A

・現在の取組を継続する。

・今後も，ホームページで児童の様子を毎日更新したり，
英語体育特区の取組を紹介したりして，新・転入児童の
確保につなげる。

・自己評価は適切である。

・学校だよりやホームページ等の情報発信により，学校
や児童の様子がよく分かる。大変だと思うが，今後も継
続を。
・学校だよりを郵便局やＪＡに掲示しているのはよい。必
ず見ている。ホームページの毎日の更新も継続してほし
い。

３
明
る
く
活
気
あ
る

 
 
 
 

職
場
づ
く
り

・同僚性，組織力を持ったチーム
池田の確立
・働き方を見直し，ワークライフバ
ランスが充実した職場環境づくり

学校アンケート
〇「教職員間の連絡・連携がうまく
図られ，協力してチームで課題に
対応している」と回答する教職員
が
９０％以上

〇各月の最終退庁時刻20:00以内
を全員達成９０％以上

「教職員間の連絡・
連携がうまく図ら
れ，協力してチーム
で課題に対応してい
る」教職員83％

各月の最終退庁時
刻20:00以内
４月…43％
５月…50％
６月…73％
７月…86％
８月…81％
９月…75％

C

・日頃から，職員室で学習指導や学級経営，生徒指導上
の問題等，気軽に話し合える環境づくりに努める。

・校務分掌の効率化，行事の見直し，「帰るボード」の活
用等により，仕事の効率化に努める。

「教職員間の連絡・
連携がうまく図ら
れ，協力してチーム
で課題に対応してい
る」教職員50％

各月の最終退庁時
刻20:00以内
10月…73％
11月…79％
12月…89％

B

・児童に関する情報交換は定期的に行い，教職員間の
連絡・連携は図られている。

・職員室で学習指導や学級経営等について，気軽に話し
合える環境づくりを継続して行っていく。

・教育課程の反省をもとに，行事の内容の精選充実を図
る。

・継続して，「帰るボード」の活用等により，退庁時刻を意
識して仕事の効率化に努める。

・自己評価は適切である。

・今年度は，思うようにいかないことも多く，先生方のスト
レスが心配である。先生方のメンタルケアも必要である。

・教職員アンケート「教職員間の連絡・連携がうまく図ら
れ，協力してチームで課題に対応している」の肯定的な
回答が中間期は８３％であったのが，最終が５０％だっ
た。今年度は，コロナ禍での活動で先生方も大変だっ
た。

令和２年度　総社市立池田小学校　学校評価資料
A:：達成している　　B：概ね達成している　　C：あまり達成していない　　D：達成していない

自己評価（中間） 自己評価（最終）
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・教員の資質向上に向けた校内研
究と研修の充実を図る。
・家庭学習の定着を図る。

・協同学習，ＳＥＬ，ピアサポートを
取り入れた授業を行う。
・品格教育や道徳教育の充実を図
る。

・基本的な生活習慣の確立
・外遊びの奨励
・大学と連携した体育科の授業づく
りや体力・健康づくりを行う。
・中学年から教科「英語」を位置づ
け，「読むこと」「書くこと」の活動を
取り入れ，言語活動の充実を図
る。

「心優しい子供」
「礼儀正しい子供」
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・プロジェクトチームを組み，登下
校の指導にあたる。
・見守り隊，警察等と協力し安全な
登下校に努める。

・積極的な情報発信を行う。

「総社を愛す子供」

学校
経営
目標

具体的計画 令和元年度の達成基準


